
「
お
い
、
地
獄
さ
行
く
ん
だ
で
！
」
に
始
ま
る
小

林
多
喜
二
の
小
説
「
蟹
工
船
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。
過
酷
な
作
業
環
境
と
労
働
者
の
た

た
か
い
を
描
い
た
小
説
が
売
れ
る
背
景
に
は
、
現
代

の
モ
ノ
づ
く
り
の
製
造
現
場
が
、
似
通
っ
た
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

徹
底
し
て
ム
ダ
を
省
い
た
非
人
間
的
な
労
働
、
劣

悪
な
作
業
環
境
、
現
場
で
主
役
と
な
り
つ
つ
あ
る
派

遣
・
請
負
社
員
に
対
す
る
低
賃
金
・
無
権
利
の
押
し

付
け
、
こ
れ
で
本
当
に
モ
ノ
づ
く
り
が
大
切
に
さ
れ

て
い
る
職
場
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

製
造
現
場
で
働
く
人
の
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

奴
隷
や
ニ
ワ
ト
リ
じ
ゃ
な
い

★
高
効
率
工
場
な
ど
と
言
っ
て
も
、
労
働
強
度
が
強
め
ら

れ
、
休
憩
時
間
以
外
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
「
奴
隷
労
働
」

の
よ
う
な
職
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

★
組
立
職
場
で
は
セ
ル
生
産
方
式
で
、
ニ
ワ
ト
リ
ケ
ー
ジ

の
よ
う
な
狭
い
所
で
の
立
ち
作
業
で
、
肉
体
的
よ
り
も
精

神
的
に
ク
タ
ク
タ
な
っ
て
し
ま
う
。

★
コ
ン
ベ
ア
ー
ラ
イ
ン
が
だ
ん
だ
ん
短
縮
さ
れ
、
過
密
な

作
業
と
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
先
、
働
き
続

け
ら
れ
る
か
不
安
で
あ
る
。

★
部
品
加
工
の
職
場
で
は
、
工
間
短
縮
で
材
料
が
入
っ
た

ら
直
ぐ
に
組
み
立
て
の
日
程
が
迫
っ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、
残
業
や
早
出
で
対
応
さ
せ
ら

れ
、
働
く
者
に
犠
牲
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

★
売
れ
筋
の
製
品
の
変
化
に
加
工
現
場
の
設
備
と
シ
ス
テ

ム
が
対
応
で
き
ず
、
人
海
戦
術
的
な
非
効
率
な
作
業
で
対

処
し
て
い
る
。
必
要
な
所
に
予
算
と
金
が
投
入
さ
れ
て
い

な
い
。暑

さ
対
策
は
未
だ
に
扇
風
機

★
暑
さ
対
策
で
も
、
設
定
温
度
管
理
や
電
気
代
が
オ
ー
バ
ー

な
ど
と
、
せ
つ
か
く
の
空
調
設
備
が
い
か
さ
れ
ず
、
夏
の

主
役
は
未
だ
に
扇
風
機
と
言
う
実
態
で
あ
る
。

★
通
称
、
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
簡
易
な
建
屋
が
増

え
、
暑
さ
、
寒
さ
、
防
塵
な
ど
の
作
業
環
境
の
改
善
が
望

ま
れ
て
い
る
。

★
更
衣
室
、
休
憩
所
、
職
場
食
堂
な
ど
直
接
生
産
と
結
び
つ
か
な
い
福
利
・
厚
生
部
門

の
環
境
改
善
が
、
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
る
。

モ
ノ
づ
く
り
を
実
感
で
き
な
い

★
職
場
に
よ
っ
て
は
、
製
造
現
場
で
働
く
人
の
９
割
が
派
遣
・
請
負
社
員
と
な
っ
て
い

る
。
★
無
理
な
生
産
計
画
に
、
派
遣
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
の
「
活
用
」
と
、
長
時
間
、
過

密
の
作
業
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

★
生
産
の
海
外
移
転
、
部
品
の
海
外
調
達
な
ど
で
、

コ
ス
ト
競
争
力
だ
け
が
問
題
視
さ
れ
、
過
酷
な
働
き

方
が
押
し
付
け
ら
れ
、
モ
ノ
づ
く
り
力
・
技
能
の
伝

承
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
、
企
業
の
将
来
に
不
安
を

感
じ
る
。

★
派
遣
社
員
の
労
働
災
害
が
増
え
て
い
る
が
、
安
全

教
育
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。

★
男
女
均
等
の
名
の
も
と
に
、
女
性
に
夜
勤
が
押
し

付
け
ら
れ
て
い
る
。

★
「
モ
ノ
づ
く
り
を
実
感
し
た
い
あ
な
た
へ
!
」
と

人
員
募
集
の
広
告
を
出
し
て
い
る
が
、
「
女
工
哀
史
」

や
「
蟹
工
船
」
の
よ
う
な
過
酷
で
劣
悪
な
生
産
現
場

で
は
、
若
者
が
定
着
し
な
い
。

＜発行＞
２００８年１０月
第１６２号

日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) なくそう貧困、止めよう憲法改悪

「蟹工船」
か に こ う せ ん

田島 一著 （元日立社員）

「ハンドシェイク回路」

■職場のたたかいと連帯の

新たな地平を描く待望の長編■

長年の思想・賃金差別を闘い和解を勝ち取っ

た沖元は、定年間近に社運をかけた開発プロジェ

クトに組み込まれ、そのひどい労働実態を初め

て知る。ある日、若手研究者の立川から母親の

介護休暇をとりたいと相談されるが…。働きや

すい職場づくりのために、労働者との絆を新た

に結びながら奔走する共産党員の姿をリアルに

描く。

・発行 ： 新日本出版社 2008年 7 月出版

・定価 2,100円 (本体 2,000円)



（円）
初任本給 最高本給 本給改定額 職務手当

執行委員長 710,000 782,000 9,000 67,000

副執行委員長 627,000 691,000 8,000 57,000

書記長 627,000 691,000 8,000 57,000

執行委員 501,000 549,000 6,000 46,500

日立労組 日立支部の機関紙

「Face」No.1499号（2008年7月16

日付）において、役員給与の改訂

が示されました。内容は以下の通

りです。

●本給及び職務手当は右表参照

●家族手当は事業所支給額に準じる。

●一時金は、本給×獲得月数×1.25

●役員が外部団体または、労働福祉団体の理事・監事・委員などを非常駐で兼任

する場合の手当は 従事する役員の臨時手当として扱う。

今回の改訂により労組支部役員の年収を計算してみると、約1,000万円～1,500万

円となります。(但し、外部団体手当は除き、家族手当は１人当り11,000円×2人、

一時金獲得月数は本年日立労組の4.91ヶ月として算出）

25
名
正
社
員
に
な
る

日
立
協
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

で
は
、
10
月
付
け
で
契
約
社
員
を

25
名
正
社
員
に
す
る
と
、
当
事
者

に
話
さ
れ
た
と
言
う
。
た
い
へ
ん

良
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
契
約
社

員
は
、
将
来
的
に
少
し
不
安
が
な

く
な
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
同
じ

仕
事
を
し
て
い
て
賃
金
が
安
い
の

は
お
か
し
い
。
今
後
、
他
の
人
た

ち
に
も
一
日
も
早
い
正
社
員
化
を

望
む
。日
立
協
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

本
当
に
売
れ
て
ん
の
？

猛
暑
で
身
体
が
大
変
で
す

対
米
輸
出
の
大
幅
減
と
か
で
、

今
期
は
作
業
量
が
少
な
く
、
職
場

で
は
派
遣
の
人
達
も
だ
い
ぶ
減
っ

た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
突
然
こ
の

猛
暑
の
八
、
九
月
に
大
増
産
命
令
。

休
日
出
勤
月
五
回
連
続
の
職
場
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

「
お
盆
、
お
彼
岸
も
出
勤
か
よ

お
」
「
そ
ん
な
に
売
れ
て
る
の
か
」

「
以
前
と
比
べ
仕
事
が
キ
ツ
ク
身

体
が
心
配
だ
」
な
ど
と
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

総
労
働
時
間
対
策
と
か
言
っ
て

た
の
に
組
合
的
に
問
題
は
な
い
の

か
・
・

残
業
ゼ
ロ
か
ら
休
日
出

勤
五
回
ま
で
と
、
会
社
の
身
勝
手

な
働
か
せ
方
に
怒
つ
て
い
ま
す
。

日
立
工
機

労
組
執
行
部
は
本
気
で

労
働
者
を
守
っ
て
ほ
し
い

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事
業
グ
ル
ー
プ

（
コ
ン
シ
）
で
は
、
業
績
低
迷
を

打
開
す
る
た
め
今
年
の
２
月
に
約

一
、
二
五
〇
名
の
大
規
模
異
動
が

伴
う
Ａ
Ｖ
事
業
再
建
計
画
が
発
表

さ
れ
、
９
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
、

数
多
く
の
人
が
転
勤
・
出
向
・
転

属
で
横
浜
事
業
所
か
ら
い
な
く
な

り
ま
し
た
。

８
月
初
め
の
横
浜
支
部
定
期
大

会
で
執
行
委
員
長
が
交
代
し
、
18

年
専
従
を
し
て
い
た
前
委
員
長
は

退
任
の
挨
拶
で
「
部
長
か
ら
組
合

の
専
従
に
な
れ
と
言
わ
れ
た
。
首

に
な
り
た
く
な
い
か
ら
、
専
従
に

な
る
こ
と
を
引
き
受
け
た
」
と
い

う
内
容
の
発
言
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
人
減
ら
し
合
理
化
に
対

し
て
、
全
員
集
会
で
会
社
の
施
策

を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
促
す
発
言

を
し
た
り
、
組
合
員
を
守
ろ
う
と

し
な
か
っ
た
姿
勢
は
、
「
ま
さ
に
、

会
社
の
言
い
な
り
だ
っ
た
」
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。日
立
（
横
浜
）

再
雇
用
拒
否

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
赤
字
経
営
の
ツ

ケ
を
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ト

ラ
の
手
段
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
雇
用
延
長
を
申
し

出
た
技
術
者
に
納
得
で
き
る
理
由

を
示
さ
な
い
ま
ま
、
採
用
を
断
り

続
け
て
い
ま
す
。
雇
用
さ
れ
な
い

理
由
は
、
延
長
条
件
の
一
つ
で
あ

る
能
力
査
定
で
Ｍ
（
下
位
か
ら
２

番
目
）
評
価
を
２
度
受
け
た
と
い

う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
本
人
は

そ
の
評
価
を
受
け
た
と
い
う
自
覚

す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
部
長
と
の
面

談
の
際
も
、
き
ち
っ
と
評
価
結
果

を
見
せ
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
も

「
他
の
人
の
評
価
が
一
覧
表
に
載
っ

て
い
る
の
で
見
せ
ら
れ
な
い
」
な

ど
と
、
疑
い
た
く
な
る
対
応
で
す
。

日
立
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
あ
る

よ
う
に
「
再
雇
用
を
希
望
し
、
会

社
が
提
示
す
る
職
務
に
合
致
し
た

人
を
対
象
に
」
す
べ
て
の
希
望
者

を
再
雇
用
す
べ
き
で
す
。

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
（

小
田
原
）

●業務にはめこまれたら最後
新たなことを学習するのに苦労ばかり

ここ最近の若者は、業務上での扱われ方。ひどいものがあります。

業務に就いて最初は、色々と教えてもらえますが、ひとたび一つのことが出

来るようになると最後。その業務の流れに組み込まれ、それに追われるばかり

の毎日。ましてや、中間管理職の方は、何も苦しみを理解していないためか、

早く正確にと重圧をかけてきます。

そのような状況の下でスキルアップの自己啓発などになかなか取り組めない

でいます。そのための余裕を持てるように業務上の配慮が是非ともほしいとこ

ろですね。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！日立労組 日立支部役員の年収は

1,000万円～1,500万円 （但し、外部団体手当は除く）

「 電 機 懇 」 総 会 開 催 さ れ る
電機懇（電機労働者懇談会）の第21回総会が、9月20日・21日の両日にわたり、東

京の日本青年館において開催されました。20日の夜には電機懇結成20周年記念レセプ

ションも開かれ、結成当時の思い出

や、20年間の運動の経験などが話さ

れました。当時の①労組役員②各職

場・地域の運動③解雇・差別争議な

どが全国的に結びつき、職場の要求

にもとづいて労働組合運動を進める

産業別の組織として「電機懇」が結

成されました。生活不安や貧困・格

差が拡大している今日の現状は、

「電機懇」運動の出番であることが

改めて確認されました。 総会議案を提案する谷口事務局長


